
（別記様式） 令和２年度 府立西乙訓高等学校 学校経営計画（スクールマネジメントプラン）（ 計画段階 ・ 実施段階 ）

学 校 経 営 方 針（ 中 期 経 営 目 前 年 度 の 成 果 と 課 題 本 年 度 学 校 経 営 の 重 点（ 短 期 経 営 目 標 ）

標 ）

１ 個々の生徒の能力、適性、興味、 １ スマートスクール推進事業により、ＨＲ教室に電子黒板付きプロジェクタ、教師用 iPad 等が配備され、 １ 生徒の主体的な学びによる学力の向上と希望進路の実現

関心や進路希望に応じた主体的な学 一定のＩＣＴ環境が整った。ＩＣＴプロジェクトチームが牽引役となり、ＩＣＴを活用した授業展開等に ・ＩＣＴの積極的な活用等により授業改善を推進し、主体的・対話的で深

習を促し、きめこまかな指導の実践 も各教科で取り組んでいる。また、Classi の導入により、クラウドサービスを通じた生徒とのやり取りも い学びの実現を図り、生徒の学習意欲を高める。また、Classi等のツール
により、生徒の進路希望の実現を図 可能になっている。このような取組により、学習内容に対する生徒の興味関心を喚起するという点におい を教職員も積極的に活用することにより、生徒の主体的な自学自習時間

る。 ては一定の成果が上がっていると考えられる。今後は、さらにＩＣＴ活用を推進し、生徒の主体的な学び を増加させ、希望進路実現に向けた学力向上を図る。

２ 基本的生活習慣を身につけ、自ら を引き出す工夫や、自主的な学習時間の増加に繋がるような工夫が求められる。 ２ 豊かな人間性と規範意識の醸成

を大切にし他人を思いやる心をもつ ２ 部活動や行事等の生徒の自主的な活動において、学校全体としての盛り上がりに欠け、リーダーとなれ ・部活動の活性化を図り、加入率・定着率を高め、学校全体として活気の

生徒を育てる。 る人材が不足している。昨年度から始めた部活動の活性化の取組をさらに継続し加入率・定着率を高める ある集団を形成することにより、生徒の心身の健全なる成長を図る。

３ 教職員、生徒が希望、情熱、愛情、 こと、学校行事に主体的に取り組ませるための行事内容の見直し等が求められる。 ・ＳＤＧｓをテーマにした探究活動等に取り組み、ユネスコスクールとし

信頼をもって一体となる、特色ある、 生徒指導面では一定の落ち着いた状況が見られるが、ＳＮＳをめぐる人間関係上のトラブルや、交通安 ての本校の特色を外部に積極的に発信していく。

活力にあふれる学校づくりを進め、 全、環境美化等に関する課題については、今後も継続して取り組んでいく。 ・生徒にけじめのある学校生活を過させることを通じて、規範意識の向上

保護者、地域から信頼を得る。 ３ 進路指導については、学年部と進路指導部、各教科が連携し個々の生徒に対して丁寧な指導を行ったが、 と公徳心の育成をめざし、全教職員で足並みを揃えて指導にあたる。

４ 学校評価、教職員評価システムに 年々中堅私立大学への合格が厳しい状況となっており、決定率 100%には至っていない。 ３ 広報活動等による積極的な情報発信

よって、自己点検、評価を行い、教 ４ 広報活動については、説明会の実施、ホームページの更新、広報誌の定期的な発行及び中学校訪問を通 ・学校説明会、学校ＨＰや「西乙だより」の内容をさらに充実させるとと

育活動の改善を目指す。 して、本校の教育活動を外部へ発信したが、志願者の増加には至らなかった。今後も、さらに地域の中学 もに、様々なツールを積極的に活用し、中学生や保護者にタイムリーな

校等との連携を深め、本校の良さを積極的にアピールしていく必要がある。 情報提供を行い、志願者の増加を図る。

評価領域 重 点 目 標 具体的方策（取組計画） 評 価 成 果 と 課 題

組織・運営 ◇分掌間・教科間の協力 ○教職員全体が課題改善に向けた連携と調整を図る。

推進 〇ＩＣＴの活用により、情報の共有化と業務の効率化を推進する。

学習指導 ◇授業改善 ○各教科及び ICT 教育推進プロジェクト会議と連携を図り、Classi のさらなる活用をすすめられるよう、
と 活用例を教職員間で共有して授業改善を推進する。公開授業週間の研究授業では ICT の活用に向けた授業

進路指導 改善を促す。

◇学力の向上 ○華道体験、茶道体験、サントリービール工場見学等の体験活動の他、総合的な探究の時間の先行実施にお

ける取組が充実するよう分掌・各教科とも連携し、主体的な学びを推進させる。

◇国際教育の推進 ○国際交流が縮小しても、異文化理解や伝統文化理解を深めるなど、ユネスコスクールとしての取組を積極

的に推進していく。

◇希望進路の実現 ○３年７限講習、土曜講習、長期休業中の講習等を通じて、進路実現に向けて実力の向上を目指す。また、

３年生の部活動引退後の自学自習の定着を目指す。土曜講習では、ICTによる学習支援の活用も計画する。
○オープンキャンパス、キャリアプランガイダンス、小論文指導、模擬面接、高大連携等を通じて、生徒が

具体的な進路目標に向けて、行動できるように支援する。その活動をポートフォリオ等に記録し、振り返

りの支援を行う。

○進路指導部と学年部及び各教科との連携を密にし、生徒個々の進路希望に応じた指導を徹底し、私立大学

合格者数の増加及び進路決定率 100％の実現を目指す。共通テスト及び高大接続改革への対応を行う。
◇図書視聴覚教育の充実 ○新着本等の紹介やディスプレイを工夫し、生徒の読書意欲の向上と図書館利用の促進を図る。

○図書委員会の活性化を図り、生徒が主体的に活動を進めるように支援する。

○他分掌や各教科との連携を密に図り、視聴覚教室及び機器の利用も含め、教科学習や特別活動などの教育

活動に資する図書館経営を目指す。

生徒指導 ◇規範意識の醸成 ○スマートフォン、SNSの適正利用に向けた指導（有効で持続的な方法の検討）

と ・これまでのスマートフォン指導の見直しと併せて、新たな取組を１つ以上導入する。

特別活動 ◇特別活動や部活動の充 ○部活動の活性化（加入率・定着率の向上及びリーダー育成をねらった取組の充実）

実 ・令和元年度より導入した取組のさらなる充実を図る。

◇交通安全指導の推進 ○通学安全の徹底指導（有効で持続的な方法の検討）

・これまでの通学安全指導の見直しと併せて、新たな取組を１つ以上導入する。

◇人権教育の推進 ○人権学習を通じて生徒の人権意識を高めるるとともに、あらゆる教育活動において人権感覚を養う指導

を行う。

健康安全 ◇環境・美化の推進 ○学習環境を整えるために、日常の清掃活動をきめ細かく丁寧に行い、保健委員会を中心としたゴミの分別

やトイレの二足制の徹底等、環境美化活動や広報活動を行うことで、学校全体の意識向上を図る。

◇生徒の実態把握と支援 ○健康診断や宿泊を伴う行事の際には保健調査を行い、健康状況を把握するとともに、学校医・関係職員と

の充実 連携して健康管理を行う。新型コロナウィルス感染症に代表される感染症等の正しい予防の知識と自主的

な対策に向けての行動ができるように、日頃から安全衛生の指導の徹底を図る。

○多様な状況の生徒が増えてきているので、関係教員や他分掌と情報共有しながら丁寧な指導を行う。生徒

の実態により、スクールカウンセラー及び地域の専門機関(医療・特別支援センター・児童相談所等）との

連携により、学校における教育相談及び特別支援教育を充実させる。



評価領域 重 点 目 標 具体的方策（○取組計画・◇評価指標） 評 価 成 果 と 課 題

魅力ある ◇広報活動の充実 ○学校説明会・広報誌にしおつだより等の充実

学校づくり ・学校説明会において、積極的に「ICT を活用する」とともに、中学生や保護者の「知りたい情報や本校の
魅力・特色などをわかりやすく発信」する。また、説明会の参加者を昨年より「100 名増加」させる。（昨
年度 103名減）

・広報誌にしおつだよりを「約月 1 回発行」し、中学生などに学校の取組や情報、生徒の活躍、本校の魅力
を発信する。

○志願者増加

・志願者増加に向けて、こまめに中学校との連携を図り「11月の志願者数 200名（昨年 132）、最終志願者を
昨年より、のべ合計 50名増加」させる。（目標 前期 170中期 150）

○WEB等による広報の充実
・ホームページをより見やすく使いやすいものに「リニューアル」して、在校生や保護者の活用も促すよう

な工夫をしながら、学校情報や本校の魅力を、よりわかりやすく外部に発信する。

・「全部活動、学期に 1 回は HP 更新」するとともに、ホームページ「全体の更新を平均週５回」を目指し、
ホームページ閲覧者の増加に努める。

・様々なツールの積極的な活用を模索し、中学生や保護者にタイムリーな情報提供を行い、志願者の増加を

図る。

◇安心・安全な学校環境 ○生徒が安心して学校生活を過ごせるよう、危機管理を共有し、緊急時には迅速かつ適切な対応ができるよ

づくり う努める。

〇 ICT 教育における生徒のタブレットや classi 等の利用促進を図るべく、ICT プロジェクトチームと連携し
環境整備や予算の適切な執行を行う。

◇学年の取組（３年） ○規範意識の育成･･･ルールを理解し遵守し、質の高い集団生活を送らせる。

・時間を守り、服装や身だしなみを整える指導をする。また、携帯電話・スマートフォンの利用上のルー

ルを守らせ、充実した学校生活を送れるように支援する。

○進路実現に向けての取組･･･日々の授業を大切にし、講習・模擬試験に積極的に取り組ませ、それぞれの進

路希望に対応した学力をつけることを支援する。また、「学習する雰囲気」の維持に向けて指導をする。

○部活動や学校行事に積極的に取り組ませ、最終学年として活気ある集団づくりをするとともに、リーダー

づくりも含め、目的を持った自主的な活動を支援をする。

◇学年の取組（２年） ○自分自身の言葉で考えを伝え、行動できる。学びの姿勢つくり

・ＩＣＴを積極的に活用し、学習習慣を身につけさせる。

・Classiを積極的に活用し、学習時間を把握、学習指導に反映させる。
○集団生活上の規則やマナーの指導の重視

・頭髪、服装、あいさつ、時間管理、掃除などの領域で規範意識を高める。

・学年集会での全体指導を含め、学年で統一した指導を徹底する。

○部活動、学校行事への参加を促し、互いを尊重する集団づくり

・部活動への積極的な加入の促し、行事毎の取組を充実させる。

・未加入生徒への加入の促しを面談等で図る。

◇学年の取組（１年） ○人生の目標や職業観、進学意識の形成

・夢を持って次のステージへ進学できるよう指導する。

○集団生活上の規則やマナーの指導の重視

・頭髪・服装、あいさつ、時間厳守、掃除などの領域で規範意識を高める。

○学習習慣の確立

・「授業を大切にする」「部活動に入る」「家庭学習の時間を確保する」「提出物を期限までに出す」などの指

導を徹底する。


